
生 理痛は「当たり前のこと」と思われがちですが、
寝込むほどであっても本人が「病気」として考

えていないこともあります。初経から２～３年で始ま
ることが多く、年齢とともに減弱し、さらに妊娠出産
とともに軽快していきます。最近では妊娠回数の減少
もあり、強い痛みを訴える方が増加しているようです。
生理痛はプロスタグランジンによっておこる子宮の
過度な収縮が原因のひとつで、まずはプロスタグラン
ジンを押さえ込む鎮痛剤を使用します。それでも痛み
が強いときには低用量ピル（２種類のホルモン、エス
トロゲンとプロゲスチンが入ったもの）を使用します。

日 本では、低用量ピルが避妊薬として1999年に
発売され、当初は自費で使用していましたが、

その鎮痛効果と月経量の減少効果から、2008年から

は子宮内膜症に、2014年には月経困難症に対して保
険で使用されています。最近では月経自体を３か月に
１回程度に減らす方法もあらわれ、女性の生活にあわ
せて使用できます。思春期で月経困難症がある場合に、
将来の子宮内膜症の可能性が高くなることから、海外
では積極的に若い方にも使用されており、初経から３
か月経過していれば問題ないとされています。
ただ、子宮の形の異常、感染
症、卵巣腫瘍などが隠れている
こともあり、一度は産婦人科で
の診察が必要です。また、血栓
症の危険性もあり、肥満の方や
40歳以上の方には他の治療法
をお勧めすることもあります。
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一、必要経費に算入できる金額
事業所得等の金額を計算する上で、必要経費に算入
できる金額は、次の金額です。
①  総収入金額に対応する売上原価その他その総収入
金額を得るために直接要した費用の額

②  その年に生じた販売費、一般管理費その他業務上
の費用の額

二、必要経費の算入時期
必要経費となる金額は、その年において債務の確定
した金額です。したがって、その年に支払った場合でも、
その年に債務の確定していないものはその年の必要経
費になりません。
また、支払っていない場合でも、その年に債務が確
定しているものはその年の必要経費になります。
三、必要経費に算入する場合の注意事項
①  個人の業務においては一つの支出が家事上と業務
上の両方にかかわりがある費用（水道光熱費など）

となるものがあります。この家事関連費のうち必
要経費になるのは、取引の記録などに基づいて、
業務遂行上直接必要であった部分の金額に限られ
ます。

②  生計を一にする配偶者その他の親族に支払う地代
家賃などは必要経費になりません。 
また、受取った人は所得としては扱われません。

③  生計を一にする配偶者その他の親族に支払う給与
賃金（青色事業専従者給与は除きます。）は必要
経費になりません。

四、必要経費に関する特例
所得税法上の特例として、生計を一にする配偶者そ
の他の親族が第三者に支払った経費は、個人事業主の
経費として認められています。例えば、妻が地代家賃
の支払いや固定資産税等といった経費を第三者に支払
っている場合、夫が営んでいる事業の必要経費になり
ます。

　個人事業等の所得税確定申告の時期が近づいてきました。所得金額を計算する上で必要経費となるものを、注意
事項や特例の取扱いを踏まえて確認してみましょう。

月経困難症
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